
■応募数   9事業

■１次審査 令和元年 7月 17日（水）書類審査

■２次審査 令和元年 7月 26日（金）プレゼンテーション審査

■採択事業 4事業（応募順）

№ 団体名 事業名
担当委員

（○代表）
担当課

1 にいがた農えん隊
土づくりワークショップの

定期開催による生ゴミ減量

＆食育アクション

○金子

本多
産業振興課

2 
小須戸

コミュニティ協議会

在郷町小須戸～

地域の宝探しと「秋葉ひなめぐり」

○小林

宮腰

小須戸

出張所

3 
新津東部

コミュニティ協議会
新津川ふるさと還りプロジェクト

○須田

 小林

 前田

教育支援

センター

4 小口遊林倶楽部 秋葉山分岐点案内図設置

○伊藤

 小林

 齋藤

 本田

建設課
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令和元年度 秋葉区自治協議会提案事業 

「課題解決きらめきサポートプロジェクト」事業実施報告書 

令和２年４月１７日 

団体名  小須戸コミュニティ協議会 

代表者 住所  新潟市秋葉区小須戸 120 番地 1 

    氏名  会長 佐藤 喜代一 

１ 提案事業名 

 在郷町小須戸～地域の宝探しと「秋葉ひなめぐり」 

２ 事業内容 

  ２月１日～３月４日までの期間、小須戸地区では約 30店舗の協力店でひな人形を飾って「在郷町小

須戸 ひな・町屋めぐり」を実施。新津地区では約 30 店舗の協力店や施設で「鉄道の街にいつひな・お

宝めぐり」として、雛飾りや各お店のお宝などを展示。新津地域交流センターには市内の保育園・幼稚

園などによる吊るし飾りを飾り、さらに、両地域を回遊できるようなスタンプラリーを実施。 

  （別紙パンフレット参照） 

３ 総合評価（目的と成果） 

 ３年間小須戸地区のみで実施してきた事業を、今年度は新たに新津地区にも広げようと企画し、自治

協議会との協働で新津商店街連合会から協力をしてもらったことで、当初の目的は達成できたと思う。 

 新津の商店街では各店舗が大変熱心に協力してくれた結果、拠点の一つである村木呉服店さんでは入

場者数が１,７００名を超える入場者があった。また、新津地域交流センターには新津中央コミ協の協力

で、園児たちによる見事な折紙の吊るし飾りがたくさん飾られ、、親子や三世代で見に来てくれる人が大

変多く大好評で、来年もぜひ実施してほしいという声がたくさん聞かれた。 

、小須戸地区は、拠点の町屋ギャラリー薩摩屋では手作りのひな人形の展示が好評で、期間中１,０００

名を超える入場者があった。新津・小須戸どちらの地域も、地元の人も地域外の人もたくさん見に来て

喜んでもらえた評判の良い事業であったと思う。 

 また、今回の事業は準備の段階から地域の人が多く関わってくれたことで、地域密着型の事業となり、

大変良かったと感じられた。 

４ 今後の取り組み（次年度以降） 

 次年度も今年度同様に小須戸地域と新津地域で合同で開催する予定である。特に新津側から事業終了

直後から、来年はもっと良いものにしたいという熱い思いがひしひしと感じられ、秋葉区が一体となっ

て盛り上がるようなよりよい事業したいという機運が高まっている。 

具体的には、昼食を食べて小須戸と新津を一日かけて楽しめるようなまち歩きイベントの実施や、  

区バスを上手く利用して、両方を回遊できるコースを設定するなど、区バスの利用した秋葉区の冬のイ

ベントとして定着できるようになれば良いと考える。 



５ 実施状況写真（※ 別紙でも可） 




































